
3

策
が
急
務
だ
と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	
繁
華
街
や
観
光
地
周
辺
の
公
園
で
は
、

公
園
内
飲
酒
者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

　
公
園
内
飲
酒
そ
の
も
の
は
条
例
で
禁
止
し

て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
防
止
に
つ
い
て
は
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
現
在
、
丸
山
公
園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
警
察
署
な
ど
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
防
犯
用
の
監
視
カ
メ
ラ
と
い
う
位

置
づ
け
で
は
あ
る
が
、
迷
惑
行
為
に
対
し
て

も
一
定
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
今
年
度
中
に
丸
山
公
園
に
設
置
で

き
る
よ
う
調
整
を
行
い
、
そ
の
運
用
状
況
を

検
証
し
な
が
ら
、
他
の
公
園
へ
の
設
置
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
期
間
終
了

後
に
お
け
る
定
住
希
望
者
へ
の
具
体
的
支
援

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

総
務
省
が
制
度
を
創
設
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
、
任
期
が
最
長
3
年
で
、
任
期

終
了
後
に
配
置
さ
れ
た
地
域
に
定
住
・
定
着

す
る
こ
と
で
継
続
的
な
地
域
の
活
性
化
や
定

住
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
国
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
へ
の
財
政
支
援
措
置
の
対
象
経
費
の
中

に
、
定
住
に
向
け
て
必
要
と
な
る
研
修
・
資

格
取
得
等
に
要
す
る
経
費
に
加
え
、
空
き
店

舗
や
空
き
家
の
改
修
と
い
っ
た
活
動
拠
点
や

住
環
境
整
備
に
要
す
る
経
費
を
平
成
24
年
度

か
ら
盛
り
込
み
、
定
住
に
対
す
る
支
援
の
拡

充
を
行
っ
た
。
国
の
支
援
措
置
を
踏
ま
え
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
定
住
に
向
け
て
の

意
向
や
準
備

状
況
に
も
十

分
配
慮
し
、

必
要
な
支
援

が
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。

	

東
長
崎
地
区
で
は
、
新
幹
線
と
高
速
道

路
の
工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
地
域

へ
多
大
な
負
担
と
な
る
粉
じ
ん
等
の
対
策
や

地
域
の
要
望
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
、
市
の

役
目
で
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

同
地
区
は
、「
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
」
と
「
九
州
横
断
自
動
車
道
長
崎
大
分
線

の
4
車
線
化
」
の
2
事
業
が
同
時
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
ル
ー
ト

沿
線
の
自
治
会
な
ど
で
構
成
す
る
各
対
策
協

議
会
か
ら
は
、
騒
音
・
振
動
な
ど
の
環
境
対

策
、
交
通
安
全
対
策
や
公
園
な
ど
地
域
の
基

盤
整
備
等
に
関
す
る
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
鉄
道
・
運
輸
機
構
や
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
と
連
携
し
、
地
元
の
対
策
協
議
会
の

皆
様
と
も
連
絡
を
密
に
し
て
、
内
容
を
精
査

し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
行
い
、
着
実
な
整

備
推
進
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
円
滑
な
交
通
体
系
の

整
備
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
横
断
歩
道
の
整

備
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

歩
道
橋
や
地
下
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
公
会
堂
前
や
岩

屋
橋
な
ど
歩
道
橋
を
13
カ
所
、
地
下
歩
道
を

1
カ
所
撤
去
し
、
横
断
歩
道
を
設
置
し
て
い

る
。
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、

横
断
歩
道
の
設
置

に
伴
う
交
通
渋
滞

な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
い
ま
だ
実
施

で
き
て
い
な
い
箇

所
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
高
齢

者
を
初
め
交
通
弱

者
の
方
々
の
負
担

な
ど
を
考
え
る
と
、

歩
道
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
の
で
、
特
に
重
点
整
備
地
区
内
を
中

心
に
、
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
の
意
向
等
を

踏
ま
え
、
道
路
管
理
者
や
交
通
管
理
者
等
の

関
係
者
と
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
推
進
に
努
め
た
い
。

	

長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大
会
へ
の
女
子

チ
ー
ム
の
参
加
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
今

後
、
女
子
チ
ー
ム
の
参
加
を
増
や
し
、
同
大

会
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
一
般

チ
ー
ム
と
同
様
に

助
成
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

	

平
成
25
年
度

の
長
崎
ペ
ー
ロ
ン

選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
出
場
全

チ
ー
ム
数
51
チ
ー
ム
の
う
ち
女
子
は
3
チ
ー

ム
で
あ
る
。
女
子
チ
ー
ム
の
参
加
は
平
成
11

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
最
大

9
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
減
少
し
て

い
る
。
女
子
チ
ー
ム
の
参
加
を
促
し
、
大
会

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
は
、
伝
統
行
事
の
継
承

を
幅
広
い
層
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
何
ら
か
の
助

成
が
で
き
な
い
か
、
実
現
に
向
け
て
大
会
実

行
委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答問答

問答

問答

問答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
期
間
終

了
後
に
お
け
る
定
住
希
望
者
へ
の
具

体
的
支
援

道
路
行
政
に
お
け
る

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

女
子
ペ
ー
ロ
ン
へ
の
助
成

　▲地域おこし協力隊
　　の皆さん

明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

東
長
崎
地
区
に
お
け
る
新
幹
線
及
び

�

高
速
道
路
の
工
事
対
策

▲大橋歩道橋

▲大会に参加した女子チーム


